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SINET5の現状

国立大学公立大学私立大学短期大学
高等専門
学校

大学共同
利用機関

その他 合計

加入機関数
86

(100%)

83
(90%)

399
(66%)

79
(25%)

56
(98%)

16
(100%)

201 920

（2019年10月1日現在）

ロサンゼルス

アムステルダム

： 国内回線（100Gbps）

： 国際回線（100Gbps）

： SINETノード

全都道府県にSINETノードを設置し100Gbps回線で接続、海外も100Gbps

• 民間企業も大学等の共同研究契約があれば利用可能

*

*

シンガポール

ニューヨーク
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大学 企業等研究機関

共同研究

全国各地

大型実験
施設

スパコン
直結
クラウド

HPCI 12拠点 商用30拠点

海外

アクセス回線 （最大100Gbps） セキュアモバイル網
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 SINETに直結した商用クラウドサービス（提供中25）を、198の加入機関に提供中

• 商用クラウドサービスを高速・安全・低価格で利用可能

サービス提供機関一覧
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（2019年10月10日現在）

NTTデータ九州
NTT-SmC

NTT-SmC

IIJ
（満杯中）

NEC

さくらインターネット

AWS

NJC

UQ

NTTコム

NHNテコラス

ミライネット

富士通

NTT西
FJCT

日本MS

佐賀IDC

GMOインターネット

オプテージ

データドック

富士通

HOTnet

さくらインターネット

三谷商事

三谷商事

福岡2

東京１

神奈川

岐阜佐賀

埼玉

群馬

北海道1

福井

日本オラクル

：提供中 25社（30拠点）

：調整中 1社

富山

大学・研究機関等

直 結

自由に選択可能

クラウドデータセンタ

高性能セキュア
ネットワーク
（L2VPN）

HISS

NTTビズリンク

TRK

大阪

兵庫 京都

NTT西

NTT東

新潟
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モバイルSINET実証実験開始（2018年12月）

 SINET専用の仮想モバイル網（インターネットとは独立）とSINET VPN網を接続し、
セキュアな通信環境を実現

モバイルキャリア3社の電波、多様なデータ処理環境が利用可能

4

自然保護地域

ストレージ
データ データ

広範囲エリア

VPN網
SINET結合

VPN設定機能

大学 企業 地方公共団体

ストレージ
データ データ

ストレージ
データ データ

GPUサーバ等 高性能サーバ汎用サーバ

L2VPN

キャリアモバイル網

モバイル網からのデータ収集
解析において、商用クラウド、
大学計算資源や協力事業者の
処理環境等、任意の処理環境
を柔軟に利用可能

有線だけではなくモバイルに
よる面的拡張で、研究活動
領域拡大を支援

線

L2VPN

地域コミュニティ

遠隔地

海上

面

協力事業者環境商用クラウド 大学等

SINET専用仮想網
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農林水産業 自然環境インフラ 医療/ライフサイエンス

社会システム 情報インフラ

放牧管理
システム

酒造/製茶
工程支援

果実生産
システム

省エネ
植物工場

風力発電
運用

里山環境
保全

脳情報
活用

生体データ
活用

災害医療
支援

スマート
治療室

医療情報
遠隔閲覧

屋外ロボット
制御

広域AR
システム

労務管理

モビリティ
データ活用

遠隔監視

動画像実時間
AI処理

マルチ
キャンパス環境

モバイルエッジ
計算制御

分散計算
環境連携

分散解析
環境評価

移動透過
性能評価

仮想データ
プラットフォーム

仮想研究/
演習環境

アスリート
競技力支援

ICT
営農管理

農業生育
環境

遠隔学習
支援

仮想教育
環境

人間運動
解析

授業研究
支援

交通連携

地域防災
支援

気象・津波
予測

環境・防災
情報基盤

自然環境
モニタ

災害データ
配送

建物耐震
判定

時刻同期
転送

マルチ
キャンパス管理

通信品質
遠隔評価

現時点で25組織の幅広い分野から41件の独創的な研究テーマが提案されています

モバイルSINET － 広がる研究領域 －
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モバイルSINET － データ処理環境例

実証実験の開始に合わせ、「データ処理環境」も協力事業者様のご厚意により
特別なアカデミック条件で利用可能となっています

No. 社名 データ処理環境

1
エヌ・ティ・ティ・コミュニケー
ションズ株式会社

・Things Cloudによるデータ処理サービス
・生体情報を活用した情報収集とその活用

2 KDDI株式会社 ・KDDI評価用MEC（Multi-access Edge 
Computing）基盤

3 ソフトバンク株式会社 ・ソフトバンクのクラウドよるデータ処理サービス

4 東日本電信電話株式会社 ・スマートイノベーションラボ

5 Amazon Web Services, Inc. ・アマゾン ウェブ サービス（AWS）

6 株式会社 佐賀IDC ・SINETデータ処理環境実証基盤サービス

7 さくらインターネット株式会社 ・さくらのクラウドによるデータ処理サービス

8 日本マイクロソフト株式会社 ・Microsoft Azure IoT Services

6
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次世代モバイル規格「5G」

広域データ収集基盤の一部として5Gの導入を検討中（2020年度）

• SINETへの超高速アクセス手段としての活用を視野

• 学内LANを高速化するローカル5Gとの連携についても視野

7

シ
ス
テ
ム
性
能

年

eLTE
(enhanced LTE)

LTE

LTE-
Advanced

2020

NR (New Radio)

Phase 1

Phase 2• 高周波数帯（4.5/28GHz帯）
利用による大幅な高速化

• 遅延時間の短縮や接続端末数の増加

• IoT向け機能拡充

• LTEと同じ周波数帯（互換性重視）

• 高速化は数倍程度、大幅な低遅延化は困難

4G

3.9G

5G
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SINETの国際回線（2019年3月～）
基盤＞1.SINET

8

ESnetCalREN

CANARIE

Internet2 MAN

LAN

GÉANT

NORDUnet

Pacific

Wave

Asi@Connect

SURFnet

AARNet REUNA

RedCLARA

: SINETの100Gbps回線

: 他の100Gbps回線

東京
ロサンゼルス

シンガポール

アムステルダム

ニューヨーク

欧州直結100Gbps回線によりLHC等の日欧連携、米国100Gbps回線により
Belle II等の日米連携、アジア100Gbps回線によりアジア各国との連携を強化

• この２～3年の間に他国の100Gbps国際回線の整備が急速に進展
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世界初の地球一周100Gbps回線を運用開始（2019年3月）

地球をぐるっと一周100Gbps

9
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国際連携による高信頼化
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Asi@Connect

AARnet

GÉANT NORDUnet

SURFnet

CalREN

MAN

LAN

ESnet

CANARIE

Internet2
Pacific

Wave

Tokyo

Los Angeles

New York

Singapore

Amsterdam
: SINETの100Gbps回線

: 他の100Gbps回線

他国所有の国際回線と相互バックアップのMoUを締結し高信頼化を推進

Asia Pacific Ring Collaboration

Advanced North Atlantic 
Collaboration (2019年6月)

（2017年12月）
Asia-pacific Europe Ring 
Collaboration
(2019年7月）
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400Gbps回線の導入 (2019年12月9日）
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東京－大阪間では、既に100Gbps超のトラフィックが流れ、既存ユーザからだけ
でなく、国際回線増強（2019年3月完了）による新たなトラフィック増を想定し、
東京－大阪間に400Gbps回線を導入予定

：SINETノード

2019年12月9日 運用開始

*

*

：100Gbps(国内）

：400Gbps

：100Gbps（海外）

東京－大阪直結 400G伝送回線
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SINETの初等中等教育への開放

12

文部科学省資料（2019.6.25)より
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SINET活用のスケジュール
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▲次期SINET運用開始

文部科学省資料（2019.6.25)より
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今後のスケジュール

14

年次計画 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

１．国内・国際回線の整備

２．機能強化

〇ネットワークサービス機能強化

〇クラウド基盤の構築

〇学術情報基盤の高度化

評価の実施時期 ー 事前評価 ー ー ー 進捗評価 ー ー ー

期
末
評
価

SINET4

※2015年度から本事業の枠組みで実施

•全県 100Gbps
•沖縄回線 100Gbps
•米国回線 100Gbps
•欧州回線 10Gbps×2
•アジア回線 10Gbps

•日本－米国－欧州回線 100Gbps
•日本－アジア回線 100Gbps
•広域データ収集基盤の整備

※ネットワークの需要等を見据え、高度化を検討

•400Gbpsの導入 (東京～大阪)

次期SINET

SINET5

研究・開発

運用

運用

研究・開発 高度化

研究・開発

• 研究データ基盤の構築

運用

• 実証実験 • 研究データ基盤運用

（学術認証、学術コンテンツ流通、
研究データ基盤等）

次期SINETに向けては、皆様と密に情報交換しながら構想策定を図る予定です

Today
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アクセス回線共同調達（予定）

今後の状況によりスケジュールが大幅変更になる可能性あり
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

▲協定書締結

▲見積り受付

SINET5（6年間）

次期SINET

移
行

本日

▲アンケート

▲見積り回答

説明会

参加検討


